
 

令和６年６月２７日 

 

報道関係者 各位 

市川市 文化国際部長 髙橋 昭彦 
 

令和 6 年度市川市文学ミュージアム企画展 

プレス向け内覧会及び観覧のご案内 

 

このたび、市川市文学ミュージアムでは「夢みる女性誌展」を開催いたします。 

明治から昭和 30 年代までの時代を取り上げ、その間に発刊された女性向け雑誌を展示し、

当時の女性たちの生き方を紹介いたします。プレス向け内覧会または一般公開期間中に、 

ご高覧いただければ幸いです。 

 
記 

 

１．日時 ①プレス向け内覧会 令和 6 年 7 月 12 日（金） 13：30～16：00 
担当学芸員による個別取材対応、展示室内撮影対応 

※ご出席いただける場合は、7 月 10 日（水）までにファクスまたは 

メールにてご連絡くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

②一般公開期間 令和 6 年 7 月 13 日（土）～令和 6 年 9 月 16 日（月・祝） 

 

２．場所 市川市文学ミュージアム（市川市生涯学習センター2 階） 

企画展示室 

 

※2 階のエレベーター前で受付後、取材対応いたします。 

 
（問い合わせ）  

文化国際部 文化施設課 文学ミュージアム  
                            館長 福田 雅人 

（担当学芸員 西村 悠大） 

TEL 047-320-3334 
FAX 047-320-3356 

メール fukuda-ma@city.ichikawa.lg.jp 
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プレスリリース  

 

夢みる女性誌展 
 

 

明治初期から昭和 30 年代までに発刊された女性向け雑誌を

展示します。「女子文壇」や「青鞜」から「主婦之友」「婦人倶楽

部」「少女界」「それいゆ」などの雑誌と、それらを彩った竹久夢

二や中原淳一などが描いたレトロで可憐な表紙絵によって、当

時の女性の生き方を紹介します。 

また、映画やテレビ、戯曲と幅広く活躍した市川ゆかりの脚

本家・水木洋子のこだわりの洋服、ラジオドラマにもなった『あ

なたと共に』の初出雑誌も展示します。資料を通じて、当時の

女性たちの生き方を感じていただければ幸いです。 

※会期中、一部展示替えを行います。 

展覧会名   夢みる女性誌展 
 

会  期   令和 6年 7月 13日（土）～9月 16日（月・祝） 

会  場   市川市文学ミュージアム 企画展示室 

開館時間   平日 10:00～19:30  土日祝 10:00～18:00 

       ※入館は閉館時間の 30分前まで 

休 館 日   7月 16日・22日・29日・31日、8月 5日・13日 

19日・26日、9月 2日・9日 

観 覧 料   無料 

主催     市川市 

協力     群馬県立土屋文明記念文学館 
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本展のポイント 

■明治から昭和にかけての、女性雑誌 91 点、附録 17 点を展示いた

します。女学のために刊行された明治時代の雑誌から、より商業的

に発展していった大正時代以降の女性誌の変遷を表紙絵と共にお

楽しみいただけます。 

■また、大正時代以降、読者を増やすために発展していった可愛らし

い附録も併せてお楽しみいただけます。 

■市川市ゆかりの脚本家である水木洋子も小説「あなたと共に」をは

じめとする作品やエッセイを女性誌に寄稿していました。本展では

水木洋子の文筆家としての側面を、女性誌や原稿と共に紹介しま

す。 

展示構成 

◆明治 「女学」の時代 
明治の女性誌は女性に対する教育や啓発を目的とした「女学」雑誌が中心で

あり、男性の手によってつくられ、良妻賢母となるための知識を与える役割

を担っていました。明治時代に刊行された女性誌を展示します。 

 

◇大正 「女学」から「婦人」そして「女性」へ 
大正デモクラシーにより、読者の意見や投稿欄の登場など、参加できる女性

誌へと変遷していきました。また、商業化も進み、華やかな表紙や附録に重

点が置かれ始めました。大正の女性誌や少女雑誌を展示します。 

 

◆昭和 「少女」、そして全ての「女性」に夢を 
昭和になると女性誌の役割が学びから娯楽へと変遷していきました。戦時

中、戦争一色に染まった紙面や戦後の新しい時代の幕開けを告げるような華

やかさのある雑誌を展示します。 

 

◇水木洋子と女性誌 
市川市ゆかりの脚本家である水木洋子の女学生時代と女性誌に掲載された

原稿、こだわりの洋服などを展示します。また、水木洋子コレクションより

雑誌を手に取って見ていただけるコーナーも設けました。 
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会期中のイベント 

■映画「おかあさん」上映会 

・195２年 監督：成瀬巳喜男 脚本：水木洋子  

白黒／100 分 

・日時：8 月 10 日（土）14:00～（30 分前より開場）  

・場所：市川市生涯学習センター２階 グリーンスタジオ 

 ・入場料：無料 

 ・人数・申込：当日先着 220 名・申込不要 

 

広報用貸出画像 

企画展ポスター画像 
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「夢みる女性誌展」 

広報用画像貸出につきまして 

市川市文学ミュージアム 担当：西村 

 

TEL：047-320-3334  FAX：047-320-3356 

E-mail: eizobunka-center8@city.ichikawa.lg.jp 
（休館日：月曜日、月曜が祝日の場合は翌平日休館） 

 

展覧会広報用画像をご利用希望の際には、下記貸出条件をご確認の

うえ、E-mail もしくは TEL、FAX にてご連絡くださいますよう、

お願い申し上げます。担当者より折り返しご連絡いたします。 

 

【広報用画像貸出条件】 

・画像は展覧会紹介の目的のみにご使用ください。 

・画像データはご使用後必ず消去してください。 

・著作権法を遵守し、問題が生じた場合には、申請者がそのすべて

の責任を負うこととなります。 

・掲載紙を 1 部またはデータにてご提供ください。 

 

雑誌名・番組名・WEB サイト名：               

発売・放送予定日                       

貴社名             ご担当者名          

ご住所                            

ご連絡先 TEL             FAX           

E-mail                            



令和６年度市川市文学ミュージアム第Ⅰ期企画展 

「夢みる女性誌展」 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 

【プレス向け内覧会】 日時：令和 6年 7 月 12日（金）13:30～16:00 

ご出席いただける場合は、7 月 10 日（水）までにファックスまたはメールにて 

ご連絡くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

ご芳名
ふ り が な

： 

 

 

ご所属： 

 

 

ご住所： 

 

 

ＴＥＬ： 

 

 

ご来館時間 （ご来館予定のお時間が決まっている場合はご記入ください。） 

   時    分頃 

 

【返送先】 

 

      〒272-0015 

千葉県市川市鬼高１丁目 1 番 4 号 

生涯学習センター2 階 

TEL:047-320-3334 FAX:047-320-3356 

      お問い合わせ  担当：西村 悠大 

E-mail： eizobunka-center8@city.ichikawa.lg.jp 

ＦＡＸ用紙 
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